
おとめマリア、道を示し導くかた

主任司祭  千葉俊一

故フランシスコ教皇は歴代教皇と異

なり、サンピエトロ大聖堂の地下では

なく、聖マリア大聖堂（サンタ・マリア・

マッジョーレ）に葬られることを望みま

した。この大聖堂はローマのエスクィリ

ーノ丘に 5 世紀に建てられた、西方教

会で最初の聖母にささげられた聖堂で

す。生涯聖母への深い崇敬を持ち続け

たフランシスコ教皇らしい選択かと思

います。

第 16 回シノドス（世界代表司教会議）が昨年１０月その「最終文書」（邦題「シノドス流の教会」）

を採択して閉会してから約半年後に、教皇フランシスコは御父のもとに召されました。新しい形

の公会議とさえ言える第 16 回シノドスに教皇は文字通りいのちを注いだのではないかと思え

ます。

「最終文書」は次のように結ばれています：「おとめマリアに、

オディギトリア、道を示し導くかたという輝かしい称号を頂くか

たに、このシノドスの実りをゆだねます。教会の母であるこのか

た、生まれつつある共同体が聖霊降臨の新しさに開かれるよう二

階の広間で支えてくださったかたの導きによって、ともに歩む

民、宣教する弟子である民となること、すなわちシノドス流の教会

となることができますように。」

これから全世界の教会が「最終文書」が打ち出した方向にむか

って歩みだします。わたしたち富士吉田教会もシノドス流の教会

になっていかれますよう、道を示し導くかたのとりなしを願いまし

ょう。

（発行者）富士吉田カトリック教会
（住所）〒４０３－０００５
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祈る力

セシリア小林恵美子

昨年度より、山梨地区共

同宣教司牧委員会に「自ら

祈る力を育てる部門」の委

員として参加させていただ

いています。

去る11月には、当教会の

菊池香織さんを講師に、歌

で祈ることの素晴らしさを

共に味わい親睦を深める会

を開催し、山梨地区の他教

会からも多くの方にご参加

いただきました。さて、今年はどういう内容を検討しようかと思ったとき、改めて「祈る力」とは

何だろうか、しかも「自ら祈る」とはどういうことなのだろうかと、考え込んでしまいました。

そんな中で思いがけずヒントを与えてくれたのは、なんと韓国ドラマでした。天国を舞台にし

たファンタジードラマの中で、こんな会話が交わされるのです。

 「私の長い祈りに対する（神の）沈黙は、何を意味するのでしょう」

 「願いをかなえるために祈るのではありません。既にいただいている答えに感謝するのが祈

りです」

「感謝すべき答えをもらっていません」

「“祈り求めることはかなったと信じなさい。そうすればあなたに与えられる”―有名な聖書

の一節です。祈りの言葉というのは、感情であり、心の状態です。その沈黙の言葉こそ、宇

宙が理解できる唯一の祈りの言葉です。求めることは、受け取ったと信じること。望むこと

はかなっていると感じ取ること。そして、その成就の喜びを存分に味わい感謝することです」

このシーンを見ながら、へりくだって感謝の気持ちでいること、聖書の言葉を信じ、聖霊の呼

びかけに気づくことができるよう穏やかな心を保つこと、そういうことが祈る力を養ってくれ

るのだと感じました。

また、そのことに通じると思いますが、沈黙のうちに祈り、自分自身を省みることを日常的に

実践すること、自分自身を深く理解し、神が自分の人生にどのように存在しているかを、日々の

生活の中で意識することの大切さについて、4 月から参加している「霊における会話」ファシリ

テーター養成コースで学んでいます。そこでは、仏教の悟りとキリスト教の霊性との共通性から

生まれた「キリスト教的ヴィッパサナー瞑想」を取り入れたエクササイズを体験しています。私が

どこまで学べるか不安ではありますが、共同体の皆さまに分かち合えるように頑張りたいと思

います。



７月教会委員会議事録

２０２５年７月 12 日

メンバー：千葉神父・江守・大野・小林・佐々木（成）・佐々木（綾）・曾根・福永・和田

オブザーバー：ステファン・ザビエル

1.今後の行事予定 追加

＊9/24（水） 10:00 ポーランド巡礼団約 40 名が当教会を訪れミサをする（幼稚園連絡済）。 佐々木ファミ

リーが対応のお手伝いをしてくれる。

＊「教会はがき」準備、井上さんが手伝い申し出てくださる。はがきに添えるおメダイ無くても、はがきセットだけ

でも良いかもしれないが、佐々木ファミリー寄付してくださるとのこと

2.ヨハネ祭 出店の是非について

＊10/5（日）に 6 年ぶりにヨハネ学園でヨハネ祭が開催される。当教会からの出店の有無を 7/14 までに返答

するよう求められている。

＊本年は大きな行事が重なり準備が難しいので今回は見送ることとする。ヨハネ祭へのお祝いを用意。

＊これまでヨハネ学園との関りは非常に深い。今後、教会としてお手伝いできることがないか、継続審議 。

3. 行事企画グループ

＊ 感謝と喜びの集い（11/23）寄付先について

・これまでは、日本ユニセフ、国連 WFP など収支のはっきりしている大きい団体にしていたが、地域の

困窮している団体に寄付することは考えられないか。

・地域（富士五湖地区）で活動している団体（7 団体＋富士五湖ダルク）への支援は、クリスマス献金で

行っていた。しかし、富士五湖ダルク以外の団体は 7 年に一度回ってくるくらいであまりつながりを持て

ていない。

・ 信徒有志家庭菜園の寄付金は、20 年余り、エイズで苦しむ中央アフリカ共和国支援団体や、世界で

飢え乾く子供たち支援の団体に送っていた。（感謝と喜びの集いの収益金寄付先コンセプトが一致して

いたため寄付金を一緒にして送金）

・クリスマス献金の額が少ないこともあり、もっと教会と関りある地域で活躍する団体への支援に振り

分けるのでも良いかもしれない。

・クリスマス献金リストに載っている団体やそれ以外に支援を必要としている団体のリストを作り、来月

の教会委員会で寄付先を決めることとする。

＊ パーティ司会、8/17 曾根さん、8/24 大野さん （ミサの先唱も）

＊8/24 はダルクの方々の応援を得られないので、オルガン運びなど後片付けにベトナムの若い男性の方々の

応援を要請

＊ 8/24 行事実行チーム担当料理の件

・卵スープ、混ぜご飯を中心に検討。１００食用意を考えるが、それ以下でも良いのではないか。

・８/3 大掃除後のメニュー、8/17 メニューについては、当初カレーライスとしていたが、この暑さの中、

前日に作るのは食中毒の心配があると思われるので再考したい（７/20 に行事実行チームと佐々木・

新井・江守の 3 氏で検討する）。

＊敬老のお祝いスケジュール→該当の方々に 8 月後半ご招待はがき送付予定他

 ・記念のクッキーは今まで全国の修道院のものを使っていたが、地域の福祉団体で作っているものにしてみる。

予算は 1 人 500 円程度。

 ・運転免許返上など、教会に来ることができない方々の送迎を検討したい。



＊教会の敬老のお祝いとは別に、地域の老人ホームを教会として訪問することは可能か。

・事前の施設事情等も考慮する必要がある。本年は無理かもしれないが、情報収集をしてみてはどうか。

・ヨハネ学園の利用者さん訪問も訪問の一つとして考えてはどうか。

4.日曜学校

＊8／24 堅信式リハーサル実施に伴うミサ開始時間変更の提案

・24 日当日 8 時 30 分集合し（代父、代母も含め）9 時 30 分までリハーサルを行う。10 時ミサ開始

・初聖体、堅信式の記念品を教会として用意

・初聖体の白いドレス、教会のものを使用なさりたい方は、会計室にあるので試着していただき、着用後、

クリーニングをして返却していただく。

5. 典礼グループ

＊堅信式式次第の件

・式次第は８０部印刷予定。印刷の時は皆さんに手伝っていただく。

6. 「横浜教区報」（年２回）および「一粒会だより」（年 3 回）の取り扱いについて

  ＊最近までレターケースに千葉神父が入れていたが、今後は大野さん、曾根さんにお願いする。

  ＊「カトリックジャパンダイジェスト」は 15 部に減らしていただくように要請

  ＊「カトリックジャパンニュース」をスマホで送るのはどうか。月 1 回ではないので、難しい。

7.広報グループ

＊英語版作成。フィリピンの信徒の方々に LINE 送信して喜ばれた。ツーリストの方々が持って帰られる人が多

い。

＊今月のおとずれのスケジュール。7/18 締め切り、7/25 か 26 印刷予定。新井さんと相談。

＊佐々木さんが最終稿を地区 LINE に流す作業をできないので、大野さんにお願いする。（大野→江守）

営繕グループ

＊聖堂入口ひび割れ補修

＊聖堂エアコンが平日つけっぱなしになっていることが続いたので、リモコンの位置を変更。

＊常時扉が開けたままなので、ダミーでも良いので、防犯カメラなど設置してはどうか。

・祈りたい人たちに扉を閉じてしまうのは教会としてはどうなのか。

・外国からのツーリストも多くなっているので、モニタリングは必要ではないか。

9. 財務チーム

＊来年度予算作成スケジュール

   ・8 月中に各係のリーダーPC に「予算申請書」を送付

   ・9 月中旬に集計するので、高額の予算が必要な部署は、見積もり取ってほしい。データを返送

   ・（予算申請と本年 8 月までの実績を踏まえ、財務チームで）数字作成

   ・10 月教会委員会で承認。10 月末、教区本部へ提出

10.その他

  ＊夏場の聖堂お花は生花だと水が腐るので、造花とする。冬場の凍る時期も造花。8/17、24 も造花

  ＊7/13 墓地掃除、7/27AED 講習会（聖堂）



教会日誌 （2025 年 6 月 16 日～2025 年 7 月 15 日）

【6 月】

21 日（日） 霊における会話ファシリテーター養成講座（第２回）於：藤沢教会（小林）

27 日（金） 広報グループ、「おとずれ」7 月号印刷、発送作業。

【7 月】

6 日（日）   ルーク小原叶君洗礼式。

営繕グループ、聖堂倉庫扉に遮光カーテン設置。

行事企画チーム、感謝と喜びの集い打合せ

12 日（土） 教会委員会

13 日（日） 墓地清掃

14 日（月） 行事企画チーム、初聖体、堅信式パーティ打合せ

教会記録

◎洗礼 おめでとうございます

７月６日 ルーク小原 叶（きょう）君

お知らせ

以下のミサとパーティーは、小さき花幼稚園 2 階・リズムホールにて行われます：

 8 月 17 日（日） 聖母被昇天のミサ（その中で初聖体）とお祝いのパーティー

 8 月 24 日（日） 堅信式のミサ（AM１０時～）とお祝いのパーティー

▶ ご参加の皆さまへ

・マイスリッパのご持参をお願いします。

・駐車場は幼稚園の駐車場および園庭をご利用いただけま

す。

▶ 8 月 24 日 堅信式について

・持ち寄りのお食事を募集しています。持参される方は、アレ

ルゲン表示付きのメニューをお渡ししますので各自ご記入

し、行事企画グループメンバーまでお伝えください。    →

・片付けを残ってご協力いただける方はどうぞよろしくお願い

致します。

・ご家庭で眠っている、お弁当の割りばし、フォークなどありま

したら、ご寄付をお願い致します。

・温かいご協力を、心より感謝申し上げます。

MENU

＊

下記アレルギー物質（〇印）が材料として

含まれています。

えび ・ かに ・ 小麦 ・ そば・ 大豆

卵 ・ 乳成分 ・ ごま ・ 落花生（ピーナッツ）

くるみ ・ アーモンド・ カシューナッツ

あわび ・ いか ・ いくら ・ さけ ・ さば

牛肉 ・ 鶏肉 ・ 豚肉 ・ ヤマイモ

キウイ ・ バナナ ・ まつたけ ・ もも

りんご・ゼラチン



こ よ み

８月

日付 教会暦 行事内容等 日曜学校 掃除リーダー

8/3(日) 年間第１８主日 大掃除（ワックス掛け） 大野

8/9（土） 教会委員会

8/10（日） 年間第１９主日 新井

8/16（土） リズムホール会場準備13時～

8/17（日） 年間第２０主日 リズムホールにて

聖母の被昇天お祝い 初聖体

ミサ後 プチパーティー

小林

8/２３（土） リズムホール会場準備13時～

8/２４（日） 年間第２１主日 リズムホールにて

梅村司教様による堅信式

ミサ10時～・ミサ後パーティー

リハーサル

８：３０

江守

8/３１（日） 年間第２２主日 曾根

御ミサは毎週日曜 9:30 開始です。変更ある場合のみ表に記載します。

イタリア語教室 8 月はお休みです。

９月予定
• ７日（日）  年間第 23 主日

• １３日（土）  教会委員会

• １４日（日）  十字架称賛祝日・祖父母と高齢者のための世界祈願日・敬老のお祝い

• ２１日（日）  年間第２５主日

• ２４日（水） ポーランド巡礼団 10時～

• ２８日（日） 年間第２６主日 世界難民移動移住者の日献金

８月のミサ奉仕

日 先唱 第１朗読 第２朗読 香部屋

３ 遠藤 伸子 大野 隆 江守香代子 中村すみ子

1０ 江守香代子 曾根 慈原 ヴ ティ ホア 角 幸子

１７ 曾根 美香 東海林義夫 山田 恵子 江守香代子

2４ 大野 隆 菅原るみ子 吉村 希望 曾根 美香

３１ 東海林義夫 遠藤 伸子 グエン ティ カ 小林恵美子


